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被
爆
70
年
の
８
・
６
広
島
―
８
・
９
長
崎
は
、「
戦
争
法
阻
止
！
　
安
倍
倒

せ
！
」
の
怒
り
が
充
満
し
、
安
倍
は
記
念
式
典
や
被
爆
者
と
の
懇
談
会
な
ど
行
く

先
々
で
「
戦
争
絶
対
反
対
！
」「
広
島
・
長
崎
を
く
り
か
え
す
な
！
」
の
怒
り
を

た
た
き
つ
け
ら
れ
た
。
そ
の
怒
り
の
最
先
頭
に
、
階
級
的
労
働
運
動
と
全
国
学
生

運
動
の
力
を
総
結
集
し
た
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
と
８
・
９
長
崎
闘
争
の
歴
史

的
な
高
揚
が
あ
っ
た
（
記
事
２
面
）。
戦
争
法
阻
止
・
原
発
再
稼
働
阻
止
・
安
倍

打
倒
へ
、
歴
史
的
大
行
動
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
地
平
か
ら
直
ち
に
安
倍
政
権
を

追
撃
す
る
８
・
15
労
働
者
市
民
の
つ
ど
い
、
戦
争
法
の
参
院
採
決
阻
止
８
・
20
国

会
闘
争
へ
！
　
最
高
裁
棄
却
弾
劾
８
・
23
報
告
・
決
起
集
会
、
帰
還
と
被
曝
の
強

制
を
許
さ
な
い
８
・
29
い
わ
き
行
動
へ
！
　
９
月
決
戦
に
勝
利
し
よ
う
！

　
冒
頭
、
広
島
の
被
爆
２
世

が
発
言
に
立
っ
た
。
大
行
動

呼
び
か
け
人
の
中
島
健
さ
ん

が
「
大
行
動
の
大
き
な
目
的

は
９
月
を
待
た
ず
に
安
倍
を

打
倒
し
て
戦
争
法
案
を
粉
砕

す
る
こ
と
だ
」
と
提
起
し
、

全
国
被
爆
者
青
年
同
盟
の
壹

貫
田
康
博
委
員
長
（
広
島
連

帯
ユ
ニ
オ
ン
書
記
長
）
が
、

「
い
よ
い
よ
安
倍
を
打
倒
す

る
時
が
来
た
。
世
界
の
仲
間

と
団
結
し
て
安
倍
を
打
倒
し

よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
福
島
市
か
ら
参
加
し
た
椎

名
千
恵
子
さ
ん
は
、「
放
射

能
の
高
線
量
地
帯
に
〝
安
全

だ
か
ら
戻
れ
、
補
償
も
打
ち

切
る
〞
と
、
福
島
を
見
殺
し

に
し
て
い
る
。
今
日
を
安
倍

政
権
を
倒
す
日
に
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。
さ
ら
に
、

浪
江
町
の
「
希
望
の
牧
場
」

代
表
・
吉
沢
正
己
さ
ん
の

「
原
発
も
戦
争
法
案
も
い
ら

な
い
。
安
倍
は
や
め
ろ
と
が

ん
ば
る
時
だ
」
と
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
続
い
て
沖
縄
大
学
学
生
自

治
会
の
赤
嶺
知
晃
委
員
長
が

「
す
べ
て
の
怒
り
を
ゼ
ネ
ス

ト
へ
！
」
と
決
意
を
語
り
、

―
国
益
と
排
外
に
憲
法
は
屈
す
る
の
か
―

戦
争
法
案
の
成
立
阻
止
！ 

安
倍
70
年
談
話
粉
砕
！

沿
道
の
注
目
を
浴
び
な
が
ら
「
戦
争
反
対
！
」「
安
倍
を
倒

そ
う
！
」
と
コ
ー
ル
を
響
か
せ
元
気
よ
く
デ
モ
＝
記
事
２
面

　
８
月
６
日
朝
６
時
、
原
爆

ド
ー
ム
前
に
「
戦
争
法
阻

止
！
　
再
稼
働
反
対
！
　
ヒ

ロ
シ
マ
の
怒
り
で
安
倍
を
倒

せ
！
」
の
大
横
断
幕
が
広
げ

ら
れ
た
。
７
・
15
―
16
安
保

法
案
衆
院
強
行
採
決
へ
の
怒

り
が
町
中
に
充
満
し
て
い

る
。「
戦
争
反
対
！
　
安
倍

倒
せ
！
」
が
被
爆
70
年
の
全

広
島
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
だ
。

　
こ
の
安
倍
打
倒
情
勢
に
お

び
え
た
広
島
県
警
・
市
当
局

は
、
右
翼
を
も
公
園
内
に
引

き
入
れ
、
集
会
破
壊
に
躍
起

と
な
っ
た
。
激
し
い
怒
り
と

攻
防
の
中
で
広
島
連
帯
ユ
ニ

オ
ン
の
宮
原
亮
青
年
部
長
が

マ
イ
ク
を
握
り
、「
私
も
被

爆
者
の
孫
。
今
こ
そ
怒
り
を

解
き
放
ち
声
を
上
げ
よ
う
」

と
声
を
限
り
に
訴
え
た
。

ド
ー
ム
前
集
会

　
午
前
７
時
、
妨
害
・
弾
圧

を
粉
砕
し
、
原
爆
ド
ー
ム
前

で
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
・
ア
ピ

ー
ル
集
会
（
被
爆
70
周
年
８

・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
実
行

委
主
催
）
が
始
ま
っ
た
。

斎
藤
郁
真
全
学
連
委
員
長
は

「
安
倍
首
相
を
広
島
か
ら
た

た
き
出
す
デ
モ
を
し
よ
う
」

と
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
被
曝
労
働
拒
否
を
闘
う
動

労
水
戸
の
国
分
勝
之
副
委
員

長
が
、「
ど
こ
に
逃
げ
て
い

い
か
わ
か
ら
ず
、
ま
る
で
戦

争
の
よ
う
だ
っ
た
」
と
の
３

・
11
被
災
者
の
声
を
紹
介

し
、「
広
島
、
福
島
の
怒
り

を
体
現
し
、
労
働
組
合
で
ス

ト
ラ
イ
キ
を
闘
お
う
」
と
訴

え
た
。
元
原
発
労
働
者
の
斉

藤
征
二
さ
ん
は
、「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
は
徴
兵
制
と
一
体

の
攻
撃
」
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
、「
未
来
を
守
る
力
は
青

年
労
働
者
、
学
生
だ
」
と
若

者
へ
の
期
待
を
語
っ
た
。

　
韓
国
か
ら
駆
け
つ
け
た
民

主
労
総
大
邱
（
テ
グ
）
地
域

本
部
の
城
西
（
ソ
ン
ソ
）
工

団
労
組
・
イ
ム
ボ
ン
ナ
ム
委

員
長
は
、「
工
場
か
ら
追
わ

れ
た
労
働
者
が
原
職
復
帰
す

る
こ
と
、
民
衆
が
命
を
奪
わ

れ
な
い
こ
と
、
軍
隊
と
戦
争

の
な
い
社
会
、
君
臨
せ
ず
平

等
に
生
き
る
社
会
、
そ
れ
が

平
和
だ
。
戦
争
反
対
！
　
安

倍
打
倒
！
」
と
叫
ん
だ
。

　
さ
ら
に
長
崎
の
被
爆
者
・

城
臺
美
彌
子
（
じ
ょ
う
だ
い

み
や
こ
）
さ
ん
が
「
戦
争
放

棄
！
　
安
倍
政
権
放
棄
！
　

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
た
。

　
最
後
は
未
来
を
担
う
青
年

労
働
者
の
発
言
だ
。
川
内

（
せ
ん
だ
い
）
原
発
再
稼
働

阻
止
を
先
頭
で
闘
う
Ｎ
Ａ
Ｚ

Ｅ
Ｎ
福
岡
の
田
宮
星
さ
ん
、

広
島
の
教
育
労
働
者
・
倉
澤

憲
司
さ
ん
が
、
ほ
と
ば
し
る

怒
り
で
安
倍
打
倒
を
表
明
。

　
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
広
島
の
渡
子

（
と
の
こ
）
健
さ
ん
が
「
こ

　
原
爆
ド
ー
ム
前
に
集
ま
っ
た
す
べ

て
の
皆
さ
ん
！

　
そ
し
て
全
世
界
の

仲
間
の
皆
さ
ん
！

　
私
た
ち
は
被
爆
70
年
目
の
８
・
６

を
、
戦
争
法
案
を
め
ぐ
る
戦
後
最
大

の
安
保
国
会
決
戦
の
渦
中
で
迎
え

た
。
戦
争
法
案
を
強
行
採
決
し
、
戦

争
を
繰
り
返
そ
う
と
す
る
安
倍
が
原

爆
慰
霊
碑
の
前
に
い
る
。
い
ま
こ
の

と
き
、
ど
う
し
て
わ
れ
わ
れ
は
、

「
静
か
に
祈
り
を
捧
げ
る
」
こ
と
な

ど
で
き
よ
う
か
。
国
会
前
で
、
全
国

各
地
で
と
ど
ろ
き
わ
た
る
安
倍
打
倒

の
叫
び
を
、
ヒ
ロ
シ
マ
で
こ
そ
あ
げ

る
と
き
だ
。

　
い
ま
い
ち
ど
思
い
起
こ
そ
う
。
70

年
前
の
今
日
、
こ
の
場
で
引
き
起
こ

さ
れ
た
こ
と
を
。
１
％
の
資
本
家
の

利
益
の
た
め
に
、
２
０
０
０
万
人
の

ア
ジ
ア
の
人
々
が
虐
殺
さ
れ
、
２
３

０
万
人
の
日
本
の
若
者
が
戦
場
で
死

に
、
空
襲
、
沖
縄
戦
、
原
爆
で
80
万

人
が
殺
さ
れ
た
こ
と
を
。
こ
の
こ
と

を
引
き
起
こ
し
た
戦
争
犯
罪
人
ど
も

と
同
じ
言
葉
、
同
じ
論
理
で
、
再
び

戦
争
を
、
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

を
、
そ
し
て
フ
ク
シ
マ
を
繰
り
返
そ

う
と
し
て
い
る
の
が
安
倍
で
あ
り
、

櫻
井
よ
し
こ
で
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
東
海
会

長
葛
西
を
は
じ
め
と
す
る
資
本
家
ど

も
だ
。

　
私
た
ち
は
、
被
爆
70
年
の
８
・
６

に
お
い
て
、
彼
ら
を
絶
対
に
打
倒
す

る
こ
と
を
誓
う
。
被
爆
者
の
無
念
と

怒
り
を
わ
が
も
の
と
し
て
、
声
を
限

り
に
「
戦
争
絶
対
反
対
！
安
倍
打

倒
！
」
を
叫
ぼ
う
。
戦
争
を
繰
り
返

そ
う
と
す
る
者
へ
の
ヒ
ロ
シ
マ
の
怒

り
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
か
、
安
倍

に
、
そ
し
て
そ
の
手
先
の
櫻
井
よ
し

こ
ら
に
思
い
知
ら
せ
よ
う
。

８・６広島
８・９長崎戦争法阻止・安倍倒せ

被爆70周年８・６ヒロシマ・アピール

戦後70年

８
・15
集
会
か
ら
８
・20
国
会
闘
争
へ

動
労
総
連
合
建
設
ー

９
月
決
戦
勝
利
を

の
場
で
怒
ら
な
く
て
い
つ
怒

る
の
か
！
　
広
島
・
長
崎
、

沖
縄
、
福
島
、
す
べ
て
の
怒

り
を
共
有
し
よ
う
」
と
訴

え
、「
被
爆
70
周
年
８
・
６

ヒ
ロ
シ
マ
・
ア
ピ
ー
ル
」

（
別
掲
）
を
読
み
上
げ
た
。

デ
モ
に
大
反
響

　
原
爆
投
下
の
８
時
15
分
、

全
被
爆
者
と
思
い
を
一
つ
に

黙
禱
（
も
く
と
う
）。
真
夏

の
太
陽
と
せ
み
し
ぐ
れ
、
鐘

の
音
の
中
、
戦
争
絶
対
阻
止

・
安
倍
打
倒
の
思
い
が
胸
に

満
ち
て
い
く
。
黙
禱
終
了
と

と
も
に
「
戦
争
絶
対
反
対
！

　
戦
争
法
案
を
廃
案
に
す
る

ぞ
！
　
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
を
繰
り
返
す
な
！
」「
安

倍
を
倒
せ
！
」
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
。

　
式
典
会
場
の
安
倍
を
直
撃

す
る
デ
モ
に
出
発
し
た
。
も

の
す
ご
い
声
援
、
拍
手
に
迎

え
ら
れ
て
進
み
、
５
０
０
人

で
始
ま
っ
た
デ
モ
が
見
る
見

る
膨
れ
上
が
る
。
喪
服
の
高

齢
者
が
笑
顔
で
振
り
返
り
、

母
親
が
幼
い
子
ど
も
と
一
緒

に
手
を
振
る
。
他
方
、
行
く

手
を
阻
む
機
動
隊
弾
圧
、
不

当
な
デ
モ
規
制
が
抗
議
の
人

波
に
包
囲
さ
れ
る
。
安
倍
打

倒
は
時
の
声
だ
！

　
デ
モ
の
終
着
点
、
中
国
電

力
本
社
前
で
マ
イ
ク
を
取
っ

た
壹
貫
田
さ
ん
は
、
式
典
会

場
内
で
は
参
加
者
か
ら
「
戦

争
法
案
反
対
！
」「
安
倍
帰

れ
！
」
の
抗
議
の
声
が
飛

び
、
拍
手
が
巻
き
起
こ
っ
た

こ
と
、
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
デ

モ
の
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
も

会
場
に
届
い
た
こ
と
な
ど
、

大
き
な
反
響
を
報
告
し
た
。

こ
う
し
て
歴
史
的
な
８
・
６

闘
争
の
一
日
が
始
ま
っ
た
。

　
戦
争
・
核
戦
争
を
阻
止
す
る
の

は
、
戦
争
法
で
も
帝
国
主
義
の
軍
事

同
盟
で
も
、
核
抑
止
力
＝
核
武
装
で

も
な
い
。
労
働
者
民
衆
の
戦
争
絶
対

反
対
の
闘
い
だ
。
１
％
の
資
本
家
と

対
決
す
る
労
働
者
の
団
結
と
国
際
連

帯
だ
。
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
、

新
自
由
主
義
の
崩
壊
の
中
で
、
ギ
リ

シ
ャ
、
中
国
、
韓
国
で
、
日
本
、
全

世
界
で
、
労
働
者
は
、
生
き
る
た
め

の
同
じ
闘
い
に
立
ち
あ
が
っ
て
い

る
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
場
を
ゼ
ネ
ス
ト

に
立
ち
あ
が
っ
て
い
る
民
主
労
総
の

同
志
た
ち
と
、
と
も
に
し
て
い
る
。

安
倍
が
朝
鮮
半
島
―
中
国
―
東
ア
ジ

ア
で
の
侵
略
戦
争
を
想
定
し
た
戦
争

法
制
定
を
策
動
し
て
い
る
と
き
、
日

韓
労
働
者
が
団
結
し
、
ゼ
ネ
ス
ト
を

と
も
に
か
ち
と
ろ
う
と
し
て
い
る
。

帝
国
主
義
戦
争
の
最
も
残
酷
な
結
末

を
迎
え
た
ヒ
ロ
シ
マ
の
地
か
ら
、
日

韓
連
帯
、
国
際
連
帯
で
新
た
な
帝
国

主
義
の
戦
争
・
核
戦
争
を
阻
止
し
よ

う
と
訴
え
て
い
る
。
動
労
水
戸
は
、

被
曝
労
働
拒
否
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
開

始
し
た
。
こ
こ
に
こ
そ
戦
争
を
阻
止

す
る
、
新
た
な
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
へ
の
道
を
阻
止
す
る
展
望
が
あ

る
。
希
望
が
あ
る
。

　
国
境
を
越
え
た
労
働
者
の
団
結

で
、
被
曝
労
働
拒
否
、
戦
争
阻
止
の

ゼ
ネ
ス
ト
で
世
界
戦
争
・
核
戦
争
を

阻
止
し
よ
う
！
　
こ
の
こ
と
を
全
世

界
の
労
働
者
に
訴
え
る
。
　

　
私
た
ち
は
、
被
爆
70
年
の
８
・
６

ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
、
戦
争
法
阻
止
・
再

稼
働
阻
止
・
安
倍
打
倒
へ
、
歴
史
的

大
行
動
を
開
始
す
る
こ
と
を
宣
言
す

る
。

　
２
０
１
５
年
８
月
６
日

８
月
15
日
（
土
）
正
午
開
場
　
午
後
１
時
開
会

す
み
だ
産
業
会
館
サ
ン
ラ
イ
ズ
ホ
ー
ル

戦
争
法
参
院
採
決
阻
止
！ 

安
倍
政
権
を
た
お
そ
う
！

８
月
20
日
（
木
）

　
正
午 

霞
が
関
―
国
会
デ
モ
（
午
前
11
時
30
分 

日
比
谷
公
園
霞
門
集
合
）

　
午
後
２
時
30
分
　
防
衛
省
に
申
し
入
れ
行
動

　
午
後
４
時
〜
５
時
　
国
会
前
抗
議
集
会
（
衆
議
院
第
２
議
員
会
館
前
）

呼
び
か
け
／
全
学
連

８・
20
国
会
包
囲
大
闘
争

８・
15
労
働
者
市
民
の
つ
ど
い

　（
Ｊ
Ｒ
総
武
線 

錦
糸
町
駅
南
口
向
か
い 

丸
井
８
階
）

主
催
／
８
・
15
実
行
委
員
会

８・
９
長
崎

「
戦
争
法
阻
止
！
安
倍
打
倒
！
」
を
叫
ぶ
デ
モ
は
被
爆
者
を
始
め
労
働
者
・
市
民
の
大
き
な
共
感
を
呼
ん
で
進
ん
だ
（
６
日
朝

　
平
和
記
念
公
園
）

原
爆
ド
ー
ム
前
に
５
０
０
人
が
集
ま
っ
て
開
か
れ
た
被
爆
70
周
年
ヒ
ロ
シ
マ
・
ア
ピ
ー
ル
集
会
（
８
月
６
日
朝

　
広
島
市
）
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宇
都
宮
理
さ
ん
は
、
原
発
立

地
県
の
自
治
体
労
働
者
と
し

て
再
稼
働
阻
止
・
全
原
発
廃

炉
の
闘
い
と
戦
争
絶
対
反
対

を
貫
く
決
意
を
表
明
。
動
労

水
戸
副
委
員
長
の
国
分
勝
之

さ
ん
は
「
原
発
の
中
に
労
働

組
合
が
必
要
だ
」
と
訴
え
る

原
発
労
働
者
の
決
起
を
紹
介

し
、
常
磐
線
全
線
開
通
阻
止

を
闘
う
決
意
を
表
明
し
た
。

動
労
総
連
合
の

建
設
へ
熱
気

　
続
い
て
、
郡
山
総
合
車
両

セ
ン
タ
ー
の
橋
本
光
一
さ
ん

が
「
安
倍
政
権
打
倒
、
資
本

家
階
級
を
打
ち
倒
せ
！
　
こ

の
闘
い
を
や
り
ぬ
く
た
め
に

福
島
に
動
労
総
連
合
を
つ
く

り
ま
す
」
と
鮮
烈
に
表
明
す

る
と
、
大
き
な
拍
手
が
巻
き

起
こ
っ
た
。
動
労
千
葉
執
行

委
員
で
動
労
総
連
合
書
記
長

の
川
崎
昌
浩
さ
ん
が
、
国
鉄

解
雇
撤
回
を
め
ぐ
る
最
高
裁

の
上
告
棄
却
決
定
を
弾
劾
す

る
と
同
時
に
「
国
鉄
分
割
・

民
営
化
に
よ
る
解
雇
は
不
当

労
働
行
為
だ
と
認
定
さ
せ

た
。
ど
の
労
働
組
合
も
、
ど

の
党
派
も
な
し
得
な
か
っ
た

大
き
な
勝
利
で
す
」
と
明
ら

か
に
し
、
８
・
23
星
陵
会
館

集
会
へ
の
結
集
を
訴
え
た
。

　「
改
憲
阻
止
の
ア
ピ
ー

ル
」
を
８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大

行
動
呼
び
か
け
人
で
島
根
人

類
愛
善
会
会
長
の
松
浦
武
生

さ
ん
が
行
っ
た
。

　
続
い
て
６
日
で
獄
中
41
年

目
と
な
っ
た
無
実
の
星
野
文

昭
さ
ん
奪
還
の
ア
ピ
ー
ル
を

星
野
暁
子
さ
ん
が
行
い
、
文

昭
さ
ん
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代

読
し
た
。
広
島
か
ら
の
決
意

を
動
労
西
日
本
の
岡
崎
昭
夫

組
合
員
、
広
島
連
帯
ユ
ニ
オ

ン
草
津
病
院
支
部
、
広
島
大

学
学
生
自
治
会
が
そ
れ
ぞ
れ

表
明
し
た
。

　
ま
と
め
と
方
針
提
起
を
共

同
代
表
の
大
江
厚
子
さ
ん
が

行
い
、
広
島
連
帯
ユ
ニ
オ
ン

委
員
長
の
鈴
木
範
雄
さ
ん
の

音
頭
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を

行
い
、
市
内
デ
モ
に
打
っ
て

出
た
。

　
警
察
の
不
当
な
規
制
を
は

ね
返
し
て
進
む
デ
モ
隊
に
沿

道
か
ら
大
勢
の
人
が
手
を
振

り
激
励
し
、
飛
び
入
り
も

続
々
。
最
後
に
平
和
記
念
資

料
館
前
で
鈴
木
達
夫
弁
護
士

が
「
安
倍
の
戦
争
政
治
を
許

さ
な
い
と
い
う
怒
り
を
ど
う

し
た
ら
力
に
転
化
で
き
る

か
。
労
働
者
階
級
の
ゼ
ネ
ス

ト
だ
」
と
ま
と
め
た
。

「
街
」
へ
の
デ
ッ
チ
あ
げ
弾

圧
を
粉
砕
し
、
８
月
攻
防
、

９
月
決
戦
に
勝
利
し
よ
う
。

再稼働阻止！核武装・核戦争許すな

「
戦
争
法
阻
止
！
　
安
倍
倒
せ
」
を
訴
え
広
島
市
中
心
街
を
デ
モ

全国の国鉄労働者が登壇し、解雇撤回・組織拡大への決意を
語った。発言は動労千葉の中村仁さん（８月９日　長崎市）

８・
29
い
わ
き
行
動

（
い
わ
き
市
平
三
崎
１
）

集
会
後
デ
モ
、
い
わ
き
運
輸
区
前
で
抗
議
行
動

戦
争
・
原
発
・
非
正
規
雇
用
絶
対
反
対
！

帰
還
と
被
曝
の
強
制
を
許
さ
な
い

８
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
　
平
中
央
公
園

主
催
　
動
労
水
戸
、い
わ
き
合
同
ユ
ニ
オ
ン
、Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
い
わ
き
、動
労
水
戸
支
援
共
闘

全
学
連
第
76
回
定
期
全
国
大
会

９
月
２
日
（
水
）
〜
３
日
（
木
）　
東
京
都
内

※
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
資
料
代
・
会
場
費
な
ど
。
宿
泊
費
は
除
く
）
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一
つ
に
し
た
。

　
カ
ン
パ
ア
ピ
ー
ル
を
共
同

代
表
の
室
本
け
い
子
さ
ん
が

行
っ
た
後
、
被
曝
労
働
拒
否

・
改
憲
阻
止
を
闘
う
労
働
組

合
か
ら
ア
ピ
ー
ル
が
行
わ
れ

た
。
最
初
に
、
元
全
日
本
運

輸
一
般
労
組
原
子
力
発
電
所

分
会
長
の
斉
藤
征
二
さ
ん
が

「
全
国
津
々
浦
々
に
労
働
組

合
を
つ
く
り
、
社
会
を
変
え

核
を
な
く
そ
う
」
と
訴
え

た
。
愛
媛
県
職
労
委
員
長
の

仁
さ
ん
、
動
労
水
戸
の
西
納

岳
史
書
記
、
動
労
西
日
本
の

山
田
和
広
書
記
長
、
国
労
闘

争
団
の
小
玉
忠
憲
さ
ん
、
羽

廣
憲
さ
ん
、
石
﨑
義
徳
さ
ん

が
登
壇
し
、
解
雇
撤
回
、
組

織
拡
大
の
決
意
を
語
っ
た
。

全
学
連
の
森
幸
一
郎
書
記
次

長
が
「
９
月
の
戦
争
法
案
の

成
立
を
絶
対
に
止
め
る
」
と

決
意
表
明
し
た
。

　
長
崎
闘
争
の
高
揚
か
ら
、

直
ち
に
８
・
10
川
内
原
発
再

稼
働
阻
止
の
闘
い
に
向
け
て

出
発
し
た
。

倍
の
発
言
時
に
、「
帰

れ
！
」「
戦
争
反
対
！
」
と

の
声
が
会
場
か
ら
飛
ん
だ
。

被
爆
者
代
表
は
「
安
保
法
案

は
、
被
爆
者
を
は
じ
め
、
平

和
を
願
う
多
く
の
人
び
と
が

積
み
上
げ
て
き
た
核
兵
器
廃

絶
の
運
動
、
思
い
を
覆
そ
う

と
す
る
も
の
で
、
許
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
」
と
痛
烈
に

安
倍
を
批
判
し
た
。

　
午
前
11
時
２
分
に
爆
心
地

公
園
で
黙
祷
（
も
く
と
う
）

を
捧
げ
、
午
後
、
長
崎
県
勤

労
福
祉
会
館
で
８
・
９
長
崎

集
会
が
１
０
１
人
で
開
催
さ

れ
た
。

　
福
島
診
療
所
建
設
委
員
会

の
佐
藤
幸
子
さ
ん
が
福
島
の

子
ど
も
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん

の
現
状
を
告
発
し
、
被
爆
者

の
城
臺
美
彌
子
さ
ん
は
「
私

た
ち
は
黙
っ
て
い
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
」
と
決
意
を

語
っ
た
。
許
す
な
改
憲
！
大

行
動
代
表
呼
び
か
け
人
の
鈴

木
達
夫
弁
護
士
が
「
労
働
組

合
の
闘
い
で
戦
争
を
阻
止
し

よ
う
」
と
呼
び
か
け
た
。
Ｎ

Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
福
岡
は
翌
日
の
川

内
原
発
再
稼
働
阻
止
の
現
地

行
動
へ
の
決
起
を
訴
え
た
。

　
動
労
千
葉
争
議
団
の
中
村

の
戦
争
法
案
は
許
せ
な
い
」

と
怒
り
を
込
め
た
。
城
臺
さ

ん
は
、「
被
爆
者
は
放
射
能

と
闘
い
な
が
ら
命
を
か
け
て

核
廃
絶
を
訴
え
て
き
た
。
こ

れ
を
踏
み
に
じ
る
安
倍
を
許

さ
な
い
」
と
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
福
島
か
ら
ふ
く

し
ま
共
同
診
療
所
の
布
施
幸

彦
院
長
、
沖
縄
か
ら
沖
縄
大

学
学
生
自
治
会
の
赤
嶺
知
晃

委
員
長
と
沖
縄
南
部
一
般
合

同
労
組
・
協
同
リ
ネ
ン
サ
ー

ビ
ス
分
会
の
高
橋
徳
臣
書
記

長
が
発
言
し
た
。

韓
国
の
労
働
者

が
連
帯
発
言

　
海
外
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
紹
介
さ
れ
た
後
、
韓
国
・

大
邱
（
テ
グ
）
か
ら
来
日
し

た
城
西
（
ソ
ン

ソ
）
工
団
労
働

組
合
の
３
人
の

労
働
者
が
万
雷

の
拍
手
を
受
け

て
登
壇
。「
万

国
の
労
働
者
が

団
結
す
れ
ば
世

界
を
変
え
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。
団
結
だ
け

が
労
働
者
の
生

き
る
道
で
す
」

「
新
自
由
主
義

反
対
！
　
戦
争

反
対
！
　
労
働

者
が
主
人
公
と

な
る
社
会
の
た

め
と
も
に
前
進

し
ま
し
ょ

う
」。
ゼ
ネ
ス

ト
で
闘
う
韓
国

の
労
働
者
の
熱

い
訴
え
に
会
場

全
体
が
思
い
を

　
８
・
８
―
８
・
９
長
崎
闘

争
が
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ナ
ガ
サ
キ

の
主
催
で
行
わ
れ
た
。
８
日

に
は
鉄
橋
で
の
街
宣
と
デ
モ

を
闘
っ
た
。

　
９
日
午
前
９
時
、
城
栄
公

園
に
結
集
し
た
参
加
者
は
平

和
公
園
の
横
を
通
り
爆
心
地

公
園
ま
で
行
進
し
た
。
何
人

も
の
人
が
飛
び
入
り
で
デ
モ

に
合
流
し
た
。

　
平
和
記
念
式
典
で
は
、
安

「
国
際
連
帯
と
ゼ
ネ
ス
ト
で

こ
そ
戦
争
・
核
戦
争
を
阻
止

で
き
る
」
と
訴
え
、
動
労
西

日
本
と
広
島
連
帯
ユ
ニ
オ
ン

が
車
の
両
輪
と
な
っ
て
８
・

６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
を
牽
引

（
け
ん
い
ん
）
し
て
き
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
、
団
結
し

て
ゼ
ネ
ス
ト
を
切
り
開
く
決

意
を
表
明
し
た
。

　
被
爆
者
の
訴
え
と
し
て
広

島
か
ら
吉
原
美
玲
子
さ
ん
、

長
崎
か
ら
城
臺
美
彌
子
（
じ

ょ
う
だ
い
み
や
こ
）
さ
ん
が

発
言
に
立
っ
た
。
吉
原
さ
ん

は
、「
生
き
残
っ
た
被
爆
者

の
一
人
と
し
て
、
安
倍
政
権

福
島
・
沖
縄
の

怒
り
と
結
ん
で

　
安
倍
を
直
撃
し
た
早
朝
の

闘
い
を
引
き
継
ぎ
、
午
後
０

時
30
分
か
ら
広
島
県
立
総
合

体
育
館
で
「
被
爆
70
周
年
／

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
大

集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
１
１

０
０
人
が
結
集
し
た
。

　
動
労
西
日
本
委
員
長
で
大

行
動
共
同
代
表
の
大
江
照
己

さ
ん
が
開
会
を
宣
言
し
、
広

島
連
帯
ユ
ニ
オ
ン
書
記
長
の

壹
貫
田
康
博
さ
ん
が
基
調
を

提
起
し
た
。
壹
貫
田
さ
ん
はヒロシマの怒りを体現して市内デモを闘いぬき、こぶしを上げる参加者（平和記念資料館前）

　
今
、
韓
日
労
働
者
が
、
ア

ジ
ア
は
も
ち
ろ
ん
世
界
平
和

の
た
め
の
闘
争
に
連
帯
す
る

時
が
来
ま
し
た
。
今
日
、
私

た
ち
鉄
道
労
働
者
が
送
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
そ
の
出
発
点
に

な
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

　
困
難
な
条
件
の
中
で
闘
争

す
る
日
本
の
同
志
た
ち
の
健

闘
を
祈
り
な
が
ら
、
こ
の
闘

争
が
安
倍
政
権
が
た
く
ら
む

戦
争
関
連
法
案
を
阻
止
し
、

ア
ジ
ア
と
世
界
平
和
を
つ
く

る
重
要
な
契
機
に
な
る
こ
と

を
希
望
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　２
０
１
５
年
７
月
27
日

民
主
労
総
公
共
運
輸
連
盟
全

国
鉄
道
労
働
組
合
ソ
ウ
ル
地

方
本
部

を
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
韓
国
の
市
民
と
労
働
運

動
な
ど
の
良
心
的
勢
力
は
、

済
州
島
江
汀
（
カ
ン
ジ
ョ

ン
）
の
海
軍
基
地
設
置
に
反

対
し
、
長
い
間
闘
っ
て
き
ま

　
韓
国
も
過
去
ベ
ト
ナ
ム
に

米
国
の
傭
兵
（
よ
う
へ
い
）

と
し
て
参
戦
し
、
ベ
ト
ナ
ム

民
衆
に
堪
え
が
た
い
苦
痛
を

与
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

韓
国
の
大
統
領
が
ベ
ト
ナ
ム

原
因
を
提
供
し
、
１
９
５
０

年
、
同
族
間
で
争
い
殺
し
合

う
韓
国
動
乱
が
起
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
今
で
も
韓
国
は
、
南
北
対

決
局
面
に
お
い
て
、
い
つ
も

え
る
も
の
で
す
。

　
日
本
の
同
志
た
ち
の
主
張

は
正
当
で
す
。
私
た
ち
韓
国

の
労
働
者
も
安
倍
首
相
が
画

策
す
る
戦
争
関
連
法
案
制
定

の
た
く
ら
み
に
絶
対
に
反
対

し
た
。
ま
た
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
安
倍
政
権
の
も
と
で
加

速
化
し
て
い
る
戦
争
関
連
法

案
制
定
、
独
島
（
ト
ク
ト
）

の
領
土
紛
争
化
を
た
い
へ
ん

憂
慮
（
ゆ
う
り
ょ
）
し
て
い

ま
す
。

を
訪
問
し
て
、
謝
罪
の
意
を

伝
え
、
こ
れ
で
韓
国
と
ベ
ト

ナ
ム
の
関
係
が
改
善
さ
れ
ま

し
た
。

　
韓
国
の
民
主
労
総
は
、
す

で
に
韓
国
政
府
が
試
み
た
イ

ラ
ク
派
兵
に
反
対
す
る
闘
争

戦
争
の
脅
威
の
中
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
韓
国
の
政
治
、

経
済
、
社
会
、
文
化
な
ど
す

べ
て
の
領
域
で
南
北
分
断
が

及
ぼ
す
否
定
的
影
響
は
実
に

莫
大
（
ば
く
だ
い
）
な
も
の

で
す
。

す
る
と
い
う
意
志
を
伝
え
よ

う
と
思
い
ま
す
。

　
過
去
、
日
本
は
ア
ジ
ア
を

侵
略
し
、
数
億
の
ア
ジ
ア
民

衆
に
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い

苦
痛
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
韓
国
分
断
の

戦
争
反
対
と
世
界
平
和
の
た

め
に
闘
争
す
る
日
本
の
同
志

た
ち
に
送
る
連
帯
メ
ッ
セ
ー

ジ韓
国
の
鉄
道
労
働
者
も
同
志

た
ち
と
と
も
に
闘
い
ま
す

　
　
　
　
◆

　
戦
争
反
対
と
世
界
平
和
の

た
め
に
闘
争
す
る
日
本
の
同

志
た
ち
の
奮
闘
を
支
持
し
ま

す
。
私
た
ち
全
国
鉄
道
労
働

組
合
ソ
ウ
ル
地
方
本
部
は
、

所
属
組
合
員
８
千
人
を
代
表

し
て
、
日
本
の
同
志
た
ち
が

７
月
５
日
に
発
表
し
た

「『
７
・
１
閣
議
決
定
』
１

周
年
／
改
憲
・
戦
争
・
原
発

・
首
切
り
の
安
倍
を
と
も
に

倒
そ
う
！
大
集
会
」
の
内
容

に
全
面
的
に
同
意
し
、
次
の

通
り
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝

８
・
６
ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
大
集
会
で
発
言
に
立
つ
民

主
労
総
の
城
西
（
ソ
ン
ソ
）
工
団
労
働
組
合
。
イ
ム

ボ
ン
ナ
ム
委
員
長
が
「
労
働
者
は
団
結
だ
け
が
生
き

る
道
。
万
国
の
労
働
者
、
団
結
せ
よ
」
と
訴
え
た

▲

ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
大
集
会
の
最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
（
広
島
県
立
総
合
体
育
館
）

国
際
連
帯
と
国
鉄
決
戦
で
勝
利
開
こ
う

吉
原
さ
　
　
ん

、城
臺
さ
　
　
ん  

被
爆
者
の
訴
え

広　島
韓
国・
鉄
道
労
組
か
ら
日
本
の

労
働
者
へ
連
帯
メ
ッ
セ
ー
ジ

ヒ
ロ
シ
マ
大
行
動
に
1100
人長　崎

被
爆
者
先
頭
に
安
倍
弾
劾

全
国
の
国
鉄
労
働
者
が
闘
う
決
意

最
高
裁
棄
却
弾
劾
／
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
／
外
注
化
・
非
正
規
職
化
阻
止

主
催
／
動
労
千
葉
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動

（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
２
―
16
―
２
）

８・
23
報
告
・
決
起
集
会

８
月
23
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
開
始

星
陵
会
館
ホ
ー
ル
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